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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】照明装置に使用される、直管型電灯の着脱を容
易にする。
【解決手段】直管型電灯の口金１０２とソケット１０３
に板１０５を挿入するか、直管型電灯の側面に取手１０
６をつける。または直管型電灯の発光体１０１の側面の
一部に凹部か平面部をつける。または直管型電灯の口金
１０２とソケット１０３の間にスペーサを挿入し、隙間
を作り、その隙間に板を挿入する。これによって直管型
電灯の脱着を容易にする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＬＥＤや放電管などの発光体と、上記発光体に通電するための口金で構成され、
上記口金とソケットの間に板を挿入するか、上記発光体の側面に取手を有する
ことを特徴とする直管型電灯。
【請求項２】
　ＬＥＤや放電管などの発光体と、上記発光体に通電するための口金で構成され、
　上記発光体の側面に一つ以上の凹部または平面部を有する
　ことを特徴とする直管型電灯。
【請求項３】
　ＬＥＤや放電管などの発光体と、上記発光体に通電するための口金で構成され、上記口
金とソケットの間にスペーサを設置し、
　上記口金と上記ソケットの間に隙間を有する
　ことを特徴とする直管型電灯。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は照明装置に使用される、直管型電灯に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、直管型電灯の構造は円柱である。しかし円柱であると手や器具でつかみにくく、
強く握ると直管型電灯を破損する恐れがある。また、直管型電灯は通常高所にあるため、
脱着をする作業に危険を伴う。直管型電灯の脱着を容易にする方法はこれまで多くの提案
がされている。
【０００３】
　直管型電灯を脱着する際には、直管型電灯を支えつつ、口金をソケットから外さなけれ
ばならない。そのためには直管型電灯をつかみ、つかんだ手の摩擦力で直管型電灯の長手
方向に力を加えなければならない。つまり直管型電灯を支える力（Ｚ方向）、直管型電灯
をつかむ力（Ｘ方向）、ソケットから口金を外す力（Ｙ方向）の三方向の力を同時に働か
せなければならない。またつかむ力は直管型電灯が割れないように力を加減する必要があ
る。
　これまで直管型電灯を容易に脱着しやすい方法について、本体と直管型電灯を連結する
、連結機構が提案されている。（特許文献１）
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１５－１６２３８２
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従来の直管型電灯は凹凸のない円柱の形状であるため、これを掴もうとすると滑りやす
く、三方向に力を加えなければいけなかった。また脱着が容易な直管型電灯装置は、本体
部が特殊な構造をしていた。
　そのため、以下のような問題があった。
１．特許文献１では、照明装置の本体が特殊な構造をしているため、本体を交換しなけれ
ばならなかった。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、上述の課題を解決するためになされたものであって、本発明の一の観点にか
かる直管型電灯は、端部に板などを挿入するか、発光体の側面に取手をつける、ことを特
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徴とする。
【０００７】
　本発明の別の観点にかかる直管型電灯は、直管型電灯の側面に凹部か平面部を作る、こ
とを特徴とする。
【０００８】
　本発明の別の観点にかかる直管型電灯は、口金とソケットの間にスペーサを挿入し、隙
間を作る、ことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、直管型電灯を掴みやすくなり、ソケットから取り外すことを容易にす
る。直管型電灯を強くつかむ必要がなくなるため、直管型電灯を破損する危険性が軽減さ
れる。取手に紐や棒などを引っ掛けることで高所の直管型電灯を低い位置からでも外しや
すくなる。従来の直管型電灯設備に設置できるため、コストが従来品と比べて大差ない。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】　第１の実施形態にかかる側面模式図。
【図２】　第２の実施形態にかかる側面模式図。
【図３】　第３の実施形態にかかる側面模式図。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明を実施するための形態について説明する。
　直管型電灯はＬＥＤや放電管などの発光体と、発光体に電気を供給するための端子であ
る口金を有している。
【００１２】
　図１に第１の実施形態を示す。図１の例では、直管型電灯の端部に板などを挿入するか
、直管型電灯の側面に取手をつけている。
　図１に示すように、直管型電灯の発光体１０１と口金１０２は従来の直管型電灯と同様
の形状をしている。またソケット１０３と装置本体１０４も従来の装置と同様である。口
金１０２とソケット１０３の間に板１０５を挿入する。板１０５を掴むことで直管型電灯
を掴みやすくなる。板１０５は容易に破損せず、厚み寸法が口金１０２とソケット１０３
の間に挿入でき、口金１０２を短絡しなければ、寸法と材質は問わない。
　または直管型電灯の発光体１０１の側面に取手１０６をつける。さらに板１０５か取手
１０６に紐１０７をつけると、低所から取り外すことが容易になる。
　このように第１の実施形態により、板１０５か取手１０６をつかめば容易に直管型電灯
を外すことができる。
【００１３】
　図２に第２の実施形態を示す。図２の例では、直管型電灯の側面に一つ以上の凹部また
は平面部をつける。
　図２に示すように、直管型電灯の発光体１０１と口金１０２は従来の直管型電灯と同様
の構造をしている。蛍光体１０１の側面に凹部２０１または平面部２０２を作り、指を引
っ掛けやすくなり、直管型電灯を取り外しやすくなる。
　このように、第２の実施形態によれば、凹部２０１または平面部２０２に指をかけるこ
とで、直管型電灯を容易に取り外すことができる。
【００１４】
　図３に第３の実施形態を示す。図３の例では、直管型電灯の口金１０２とソケット１０
３の間にスペーサ３０１をつけて隙間をつくっている。
　図３に示すように、直管型電灯の口金１０２とソケット１０３の間にスペーサ３０１を
挿入することで、隙間をつくる。この隙間に板３０２を挿入し、押す力３０３を加えると
、テコの原理で作用点の力３０４がかかることで直管型電灯を容易に取り外すことができ
る。
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　このように、第３の実施形態によれば、スペーサ３０１によってできた隙間に板３０２
を挿入し、テコの原理で容易に直管型電灯を取り外すことができる。
【符号の説明】
【００１５】
１０１　　発光体
１０２　　口金
１０３　　ソケット
１０４　　装置本体
１０５　　板
１０６　　取手
１０７　　紐
２０１　　凹部
２０２　　平面部
３０１　　スペーサ
３０２　　板
３０３　　押す力
３０４　　作用点の力

【図１】

【図２】

【図３】
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